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中央インド洋海嶺のダナイト－トロクトライト－はんれい岩岩体（裏庭の丘）の岩
石学

Petrology of the Dunite-Troctolite-Gabbro complex (Uraniwa-Hills) from the Central In-
dian Ridge
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中央海嶺ではかんらん岩が部分融解しメルトが形成されることで，海洋地殻が形成されている。この火成作用による熱，
元素の供給と海水との反応によって熱水フィールドが形成される。中央インド洋海嶺南部に位置する Kairei熱水フィー
ルドは熱水組成が比較的水素に富み，特異な生態系を形成している（Takai et al., 2006）。Kairei熱水フィールドを形成す
る地質学的背景を明らかにするために，2006年１月―2月にかけて JAMSTECの調査船「よこすか」および有人潜水調
査船「しんかい 6500」を用いた直接観察およびサンプル採取が行なわれた。中央インド洋海嶺では、海嶺軸に沿って平
行な地形（abyssal hill）が卓越する。しかし、Kairei熱水フィールド周辺には海嶺軸に垂直な地形も見られる。これらは、
構造運動によって下部地殻から上部マントルの物質が露出している地形である可能性があり、詳細な調査が試みられた。
その結果、Kairei熱水フィールドから海嶺軸方向とは反対方向に位置する小岩体（Uraniwa-hills）から超マフィック岩～
マフィック岩類が採取された。本講演では、Kairei熱水フィールド付近のUraniwa-Hillsから得られた超マフィック岩～マ
フィック岩類の岩石学的特徴を報告する。


